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第一章 緒 論

動 脈硬髪症 ハ高 血座 ト共 ニー時學者 ノ興味 ノ中

心 トナ リ、研究論 議 サ レ、之 ガ實験的研究 トシ

テ、mJosu6ハ 所 謂 「ア ドレナ リン」型動脈硬髪

症 テ、 筒Ignatowsldガ 所 謂 「ヒヨレステ リン」

型 動脈硬髪症 テ惹起 セ シメ シ以來、多数 ノ人々

ニ ヨ リテ此等雨型動脹硬髪症 二封 スル業績 相次

ギ、以 テ人盟 ノ動脈硬髪症 ノ原因 二論及 セ ラレ、

之 ニハ血歴充進作 用、 「ヒッペル ヒヨレステ リネ

ミー」.血 液還流 ノ過剰、新陳代謝、拉 二榮養障

碍、 中毒作用等 テ畢 ゲ ラレタ リ。

而 シテ、結核特 二肺結核患者 二於 テハ、 一般 二

其 ノ重症者程血墜値 低 ク、血 中 「ヒヨレステ リ

ン」含量少 ナシ トナ ス者多 ク、又新陳代謝拉 ピニ

'榮養障碍、中毒作用等 アリテ.前 述 ノ諸原因 ト

關 聯 ス ル モ1ア リ。

他 方 、 病 理 解 剖 上 結 核 屍 盟 二於 ケ ル 動 脈 硬 璽 症

二 關 ス ル 報 告 テ観 ル ニ、 一 般 二小 見 ノ結 核 屍 膿

二於 テ ハ、 其 ノ大 動 脈 二、 黄 斑 或 ハ 脂 肪 沈 著 テ

見 ル モ ノ多 数 ニ シ テ、成 人 二 於 テ モ(3}Saltykow

及 ピ`i,Faberハ 結 核 ハ 動 賑 硬 憂 症 ノ獲 生 二 封

シ、 補 助 的 作 用 ア リ ト言 ヒ シ ガ、`5⊃Askanazy,

及 ピ(MBartelハ 之 子 否 定 セ リ。(7'江 藤 氏 ハ 雨

者 ノ間 ニ ハ 特 有 ナ ル 因 果 關 係 ナ シ ト シ、'今 氏

ハ 高 年 者 ニ ア リ テ ハ 、 結 核 ハ 動 賑 硬 安 症 ノ妻 生

テ促 進 ス ル モ ノ ナ ラ ズ トセ リ。而 シ テ'L'}Cramer,

αりlKerner
,'11Moschowitz,「120phUls,(13LSch。

midtmann,(i;・Sternberg,as'今 井 、'16佐 藤 氏

等 多 数 ノ研 究 者 ハ、 結 核 屍 盟 二 於 テ ハ 、 其 ノ大
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動脈硬壁症 ハ輕度 ナル カ、或 ・・特定 ノ場合 ノ外

ハ、稀 有 二壷 生 ス ト報 告 セ リ。 即 チ、結核屍膿

二於 テハ、其 ノ大動脈 硬壁 症 ハ他 ノ例 症 二比 シ、

輕症 ナ リ トナス者多敷 ナ リ。

余 ハ、今村教授 ノ指導 二從 ヒ、結核 ガ動脈硬慶

症 ノ爽 生 二及 ボλ影響 テ實瞼ド1勺二究 メ ントシ、

本實験 ラ企i'タ リ。elilシ、 カ ・ル實uaCVJ研 究 ハ

余 ノ寡 聞 ナル.未 グ知 ラザル所 ナ リ。

1908年{;')Ignatowskiガ 家 兎 ノ大動脈r. .「 ア

テ ロー・ム」様 慶化 チ考産生 セ シメタルチ始 メ トシ

テ、多数 ノ人 々(綴lllAnitschkow ,(21)Chalatow,

(22)Steinbiss ,(23)Stuckey,(鋤Vers6,協 伽Wacker

u・Hueck,llli(2⊃)今 、lll}川村 、(32)村田 、'33)中馬 、

ε8中 院、翻 角 田氏等)ハ 「ヒヨレステ リン」及 ピ

其 ノ合有物質 テ以 テ飼養 セル家 兎等 二於 テ、同

様 ノ攣 化 ラ爽現 スル 事 テ読明 セ リ。 而 シテ'1η

Anitschkow・ ・實験的動脈硬攣症 中、 本症 テ

「ヒヨレステ リン」型動脈 硬礎症 トシテ
、「ア ドレ

ナ リン」其他 ノ物質 ニ ヨリ起 ル所謂「ア ドナ リン」

型動脈硬髪症 トニ分 チ、隔 別 セリ。其 ノ大動脈

二於 ケル攣化 ハ後 者 二於 テハ、圭 二、 中膜 テ侵

スニ反 シ、本型 二於 テハ、内膜 二、 圭攣化 ラ招

來 シ、人類動脈硬憂症 卜相似 ノ關係 一 ア リテ、

其 ノ主因 ハ ドヒ。ペル ヒヨレステ リ矛 ミー」_ア

ル事 ハ諸學者 一 ヨリテ、立謹 セ ラレタル所 ナ リ。

懸 ッテ、結核 ト「ヒヨレステ リン」代謝 ト!關 係

テ槻 ル ∴.一 般 轟,肺 桔核 患者 二於 テハ、健康

者 二比 シ、CSS)一く4q血中 「ヒョレステ リン」含有 量

少 シ トナ シ、 又其 ノ重症者程 く45H6s)減少卒 著 シ

トナ 人者多 ク、亦病理解剖上結核屍禮 ノ副腎 中・

ノ類脂肪 拉 ピー・、重屈折性物質 ハ著 シク、 減退

ラ來 人モ、大 動脈硬壁症 、艦溢 血、慢性 腎臓 炎

等 二於 テハ、 其 ノ増 加 テ示 ス トノ報 告 ア リ。

((e4)Weltmann,(65,Landau,(60「j川 村lb

他 方、實験的研究 トシテ、働池 口,官 井爾氏 ル

結核家 兎 二於 テハ.血 巾「ヒヨレステ リン」含 最

へ 慢性 二経 過 セル家 兎 二於 テ・・.健 常 ノモ ノ

ト著疑 ナカ リシモ、経 過 ガ速 力西 シテ,結 核 病

髪 ノ著明 ナ ル 者 二於 テハ、其 ノ減 少 セル テ述

べ、同檬 二、(69)Mazzeo.Mario.ハ 結 核i毎瞑 二

於 テへ 罹 患後著 シク、血液 及 ピ主要臓 器 中 ノ

「ヒヨレステ リン」量!減 少 スル事 テ報 告 ス。 又

(70)Jullien,'71)杉 沼 、72)村 瀬 氏等 ハ 結核家 兎 二

比較 的多量 ノ「ヒヨレステ リン」或 ハ「ラノリン」

テ與 ヘ タル時 ハ封照 ノ結核家 兎二比 シ.其 ノ病

憂 ノ檜 悪 スル テ記載 セ ルモ、結核 ト動脈硬髪症

トノ關係 二就 キテハ論及 セズ。

以 上 ノ如 久 結核 卜「ヒヨ レステ リン.代 謝 トハ

ー定 ノ密接 ナル關係 ニ アルテ以 テ
、余 ハ本物質

テ多量含有 スル「ラノリン」テ結核家 兎二與 ヘ タ

ル際、其 ノ因 テ來 ル動脈硬憂症 ノ登 生 二封 スル

結核 ノ影響 テ先 ヅ究明 セ ン トス。

第二章 實験方法拉材料

實験動物 トシテハ、2冠 前後 ノ雄性家 兎 子選 ピ、

飼 料 トシテ豆腐槽 チ用 ヒ、之 二罷重1]LVニ ツキ、

1瓦 ノ割合 二 日本藥局 方無 水 「ラノリン」テ混 ジ

タ リ。爾 ホ1週2回 少量 ノ野菓又 ハ、青草 テ供

結核家兎 第1回實験鰹 纏1欝 寸

結核家兎第2畷験{螂:罐 謙 莚1;

{

「ラ ノ リソ」飼 養一
欝+ラ 」
十 結 核 十1ラ ・

一 結 核 群 トス

與 セ リ。 結核菌 ハ竹 尾結核研 究部 所蔵 ノ牛型第

1株 ラ用 ヒ、菌毒 トシテへ 之 ヨ リ作 レル加熱

死菌 及 ピ善 「ツベル クリン冴 使 用 セ リ。

實験 表示

「ラ ノリン」飼養
㌔ ■一■■一■へ.一■■■一一 ■プ

群 トス 健康家兎 十 健康十「ラ1群bス

群 トス 健康家兎 十 健康十「ラ」群 トス

結核死菌虎置家兎馨層…i§建彰§蟹難…甕難盤舅{圭馨…1}樽毒 健康家兎+健 康+「ラ・群トー
毎同3・0麺 ヲ5日 毎二耳静脈内注射 一死菌群 トス

論 レ"リソ」Pt{舞圖8:瑠 藩:葺 羅 離 雛;多 場1繍 ラヌ群トス
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結核+rラ ノリン」似 後 「ラ」ト記 ス》群 ハ、接種

後20日 目 ヨリ「ラ ノリン」ラ與 ヘ タリ。

結核死 菌 似 後死菌 ト記 ス)+「 ラ」群及 ピ 「ツベ

ル ク リン」+「 ラ、群 ハ5同 目注射 ノ翌 日 ヨリ「ラ

ノ リン」ラ與 ヘテ飼養 セ リ。死菌或 ハ「ツペル ク

リン」注射 ハ屠殺前迄績行 セ リ。

封 照 トシテ、健康家 兎二生菌 テ接種 セルモ ノ(結

核群 トス)、死菌或 ハ「ツベル ク リン」ラ注射 シテ

ラノリン」ラ與 ヘザルモ ノ(死 菌群或 ハ「ツベル

クリン」群 トス)、 次 二軍 二「ラノリン伊 與 ヘ タ

ルモ ノ(健康 十「ラ」群)テ 観 察 セ リ。

各群 ハ何 レモ「ラノリン」飼養開始 時 ヨリ4ケ 月

目a屠 殺 シ、叉途 中艶死 セ シモ ノ ・中、3ケ 月

以 上生存 セ シ者 ト共 二剖検 シ、肉眼 的 二検 シ、

10%,「 フtル マ リン」液 巾 一テ固定 シ、各切片

ハ 「ヘ マ トキシリン、 エ オジン」重複染 色法、

ヴ ンギー ソン氏法、 ワイゲル ト氏弼力織維染色

法 、結核 菌染 色法及 ピ「ズグ ンJ皿 染色法 ラ施 シ

テ、検鏡 セ リ。

第三章 實験成績
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註 大動脈二於ケル愛化(㈹ 水足氏 ノ記載方法ニヨ

ル)

一 未ダ肉眼的二異常 ヲ登見シ得ザルモノ。

± 黄白斑 ヲ認ムルモ未ダ隆起 ヲ形成セザル モ

ノo

十 微細隆起ガ散在匂 レモノ、叉ハ黄白斑 ノ輕度

二隆起セルモノ。

+卜 小隆起ガ散在或 ハ密 生 シ、稽 く著明ナルモ

ノ、小線状紡錘状 ヲ呈セ,レモノ.

、

　

柵 隆起力'著明ニシテ、柱状或ハ紡錘状隆起 ヲ形

成 シ叉ノ・帯状隆起 トナレルモノ。

柵 動脈内壁殆 ソド全面二亙 リ、隆起著明ナル模

様隆起ニテ覆ハルモノ。 醒

結核性病憂ハ

十 一側肺二数個以内ノ結核病竈 ガ散在叉ハ密

生セルモノ。

什 一側肺二敷個以上稽 く多歎ノ結核病竈 ア ル

モ ノ∩
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柵 雨肺共二多数ノ結核病竈が散在又ノ・轡生癒

合セ,レモノ、

柵 雨肺共二殆yド 全面二亙 リ結核病竈アルモノ.

盟 重。

盟重 ハ第1同 實瞼 ノ結核+「 ラ」群 ノー部(204、

206、233、235、238、227、228號)テ 除 キー般

二「ラ ノリン」飼養開始時 二比 シ、屠殺時 二於 テ

檜加 セルモ、其 ノ檜加 ノ程度 ハ概 シテ、健康十

「ラ」群 二比 シ
、結核+「 ラ」群 ニテハ僅 カナ リ。

又前 記 ノ・一部 ノモ ノニテハ寧 ロ減少 セ リ。

大動脈 壁 ノ硬壁性壁化。

結核+「 ラ」群 二於 ケル成績 ハ健康+「 ラ」群 ノ其

レー比 シ、輕 度 ニ シテ、結核家 兎二於 ケル大動

脈硬攣症 ハ略 篭結核性病慶 二反比例 シテ褒現 セ

リ。.又「ラノ リン」投 與縮量 ト大動脈 ノ攣 化 トテ

比較観察 スルモ、大盟、同一量 ノ「ラ ノリン」テ

投與 セルモ ノニ於 テモ、結核+「 ラ」群 ノ大動脈

ノ壁 化 ハ健康+「 ラ」群 二比 シ、輕度 二現 ハ レ、

就 中、一部 ノモ ノ(401、415、204、202、206號)

ノ如 キハ 健康+「 ラ」群 二 比 シ、多量 ノ「ラ ノリ

ン」テ投與 セシニ拘 ラズ、其 ノ硬壁性攣 化ハ輕度

ナ リキ。

尚 ホ第2同 實験 二示 ス如 ク、結核 十「ラ」群 ノ結

核 性病攣 ハ封照 ノ結核群 二比 シ高度 ニ シテ、此

ハJullien,杉 沼 、村瀬 氏等 ノ成績 卜一致 スル所

ナ リ。封照 ノ結核群 ノ大動脈硬墜 ノ陰性 ナ リシ

事 ハ表 ノ如 シ。

本實験例澄 ノ所 見ハ各例 二就 キ述 プル ハ、煩雑

二亙 ル テ以 テ、一例宛抜奉記 述 セ リ。

肉眼的所見例詮

結核十「ラ」群 動物 號206號(附 圖参照)

大 動脈二於ケル憂化。起始部ヨリ約0.5糎 下方前左

方面二、胡痂粒大 ノ比較的境界明カナル白色微細隆起

3個 アリ、弓部ニテハ頸動脈分枝部 ヲ中心 トシテ、米

粒大ノ範圃二亙 リ,粟粒大ノ境界明カナル白色微細隆

起密生ス。胸部大動脈ニテ・・、動脈分枝部二粟粒大 ノ

境界明カナ 」レ白色微細隆起アルモノ3ケ アリ。 肺臓

・・雨側共 二高度ナル結核性病墾 ヲ呈シ、肝臓ニハ其

ノ下縁二乳白色ノ粟粒大 ノ乳白色結節様 ノモノ4個

散在 シ、一般 二稽 く充血ス。共他 ノ臓器二於テハ、副

腎 ノ肥大 ノ外、特記スベキモノナヴ。

謝照例、鯉康家兎十「ラ」群、動物番耽b247耽(附 圖

餐照)

大動脈硬嬰、上行部及弓部ハ境界明カナル著明ナル

白色陵起ニテ充サ レ、之が更二励脹長軸 二並行的二下

行シテ胸部大動脹上部二及ビ共 ノ大サノ・約大豆大ナ

リ。 叉肋間励版枝始起部ヲ中心 トシテ小豆大 ノ境界

明カナル著明ナル白色陵起連綴 シテ存 シ、共他ニモ動

脹長軸 二並行的二小豆大 ノ紡鎚状 ノ白色著明ナル隆

起アリテ模標状 ヲナス。 腹部大動脹モ胸部二於ケル

ト同標動脹分枝部ヲ中心 トンテ、白色 ノ粟粒大乃至牛

米粒大 ノ境界明 カナル著明ナル隆起存セルモ特二腎

動脈及ビ腸骨動脈分枝鮎ハ殆 ド管壁全面二亙 リ小豆

大 ノ白色稽 ζ著明ナル隆起ニテ充サル。

封照例、結核群、動物番號、450號

大動脹ニハ著塑 ヲ認メズ。 肺臓ノ・一般 二貧血状 ヲ呈

シ、 各葉下部二輕度 ノ結核性病墜 アリ。

乙 顯微鏡的所見

之 テ表示 セバ第3、4表 ノ如 シ。

第3表 第1回 實験成績

結核家兎 二於ケル大動脈硬璽症
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第4表 第2回 喪験成績

結核家兎二於ケル大動脹硬泌症

顧 微 競 的 所 見

十十 管埜企澗園 ノIA乃 至2/4範 圃大二出現 セル

モ ノ,

柵 管壁全周因 ノ2ゐ乃至3ん ノ範園大 二出現セ

'レ モ ノ^

柵 管 蟹 全周 圃 ノ:s1.1以上 ノ範 園 大 二 出 現tlve

ノ^
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註、大サ・・内膜二於ケル透明細胞出現部 ノ範園 ノ

大サ ヲ示シ、

十 管壁全周園 ノ1/4以内 ノ範園大二出現セルモ

ノ
n

柵

中膜 ノ厚 サ1,ん 以 下 ノ肥 厘 アル モ ノ.

中膜 ノJ,1サ ノ1ん ヨリ ヲ2以 ド ノ肥 μ アルモ ノ。

中膜 ノ厚 サ ノワ2ヨ リ1倍 以Fノ 肥 厚 ア'レモ

ノo

・・中膜 ノ厚 サ 以 上 二肥 厚 ア'レモ ノ.

共他 ノモ ノハ 其 ノ程 度 ニ ゴ リ.輕 度(十).中 等度

(什)、 強度(柵)二 分 テ リ。

顯 微 鏡 搬査 ハ 肉 眼 的所 見 ノ 最 モ著 明 ナ ル 部 分 ニ

ッ キ行 ヘ リ。 外 膜 二於 ケ ル 墾 化 ノ・各例 共 二 苦 璽

ヲ認 メ ザ リ ン ヲ以 テ、之 ヲ省 略 セ リ○。 倫 脂肪 饅 類

脂 肪 等 ノ 染 色 ハ 其 ノ本 態 ヲ究 ム'レが圭 目的 ナ ラ

ザ ル ヲ以 テ 「ズ ダ ン」皿染 色 ノ ミ行 ヘ リ。

顯微鏡的慶 化ハ之 テ肉眼的所 見 卜比較 ス ・レニ、

大動脈 ノ硬憂性攣 化バー般 二租 賜星ク表 ハ レタ

リ。而 シテ結核+「 ラ」群 ノ成績 ハ健康+「 ラ」群

ノ其 レニ比 シ、輕度 二現 ハ レ、大略結核性病憂

ノ程度 二反比例 シテ敬現 セル事 ハ肉眼的所見 ト

同様 ナ リ。 又結核 群 ノ大動脈 壁 ノ攣 化ハ何 レモ

陰性 ナルハ表 ノ如 シ。

顯微鏡的所見例詮

結核十「ラ」群、動物番號、230號(附 圖参照

「ヘマトキンリン
、エオジン」染色標本二於テ・・、内膜

ノ小部分二亙 リ2箇 所二極メテ、輕度ナ,レ肥厚ア リテ

其部二・・透明細胞薄ク排列 シ、之二汚機赤色 ノ脂肪少

量アリ、i琿力繊維ニノ・殆 ンド墾化 ヲ見ズ。

封照例・ 健康十「ラ」群。 動物番號、246號(附 圖参

照)

大動脈 ノ殆 ド全周園二透明細胞出現 シ、其 ノ厚サバ中

膜 ヨリモ・ 厚ク叉中膜 ノ内層弼力繊維間ニモ 出現セ

リ。肥厚部ノ・「ズダン」皿染色ニヨリテノ・汚稜赤色 ヲ

呈 シ、其 ノ穎粒・・滴状或・・塊状 ヲ呈ス。内膜肥厚部 ・

下底部蛇二中膜内ノモノハ淡赤色二染 マリ、顧粒ハ多

クハ微細ニシテ・帯状或・・線状 .トナ リ長 ク並行 シテ排

列ス。彊力繊維ハ内膜 ノ肥厚部ニテ微細ナ'レ培殖 ヲ
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示シ、透明細胞ノ集族セ,レ内部 二不規則二存ス,レヲ見

ル、内撮力繊維板バー部二於テ直行 シ叉ハ噺裂ス。

封照例。結核群ハ何 レモ内膜 二著愛 ヲ認メズ。
　

第二項 肺動脈 二於 ケル硬痩性痩化

余ハ余 ノ實験 ニテ圭要臓器中肺臓以外 ノモノニ

於 テハ、其 ノ動脈二硬壁性壁化テ認ムル事困難

ナ リシテ以テ、肺動脈二就キテノミ、其 ノ硬慶

性壁化ノ焚現状態 テ究 メタリ。

肺動脈硬壁 ハ之 テ顯微鏡的壁化一ヨリ検査 シ、

其 ノ切片ハ肺門部ニテ肺動脈 ノ走行二略 篭直角

ナル角度 テ以テ作 リ、各々比較的同一部位 ノモ

ノニ就 キ検 シ、其 ノ動脈硬壁 ノ登現程度ハ各動

脈枝 二現 ハレタル動脈硬壁 ノ登現激テ基準 トシ

テ判定セリ。之 ト共二結核性病攣 トテー括表示

セバ、第5、6表 ノ如 シ。

第5表 第1同 實験 第6表 第2同 實験

結核家兎二於ケル 結核家兎二於ケル
肺動脈硬愛症 肺動脈硬憂症

顯微鏡的所見
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註 、 肺 動 脈 硬 愛 性 塑 化 ノ程1度 ハ

ー 未 タ●i著塑 ヲ認 メ ザ ル 毛 ノ

十Nii側lllll動 版 枝 ニ テ、3個 以 内 ノ動 脹 硬 塑 ア ル

モ ノ

++同 ジク6個 以内ノ肺1肋脹硬塑アJVモ ノ

柵 同横 二9個 以上 ノ肺動脹硬塑アルモノ

柵9個 以上 ノ肺動脈硬饗 アルモノ

結核性病憂 ハ鯉度ナルモノ(十)、中算疫ナルモノ

(十十)、高度ナ'レモノ(柵)、 殆 ンド全面二病璽 アル

モノ(柵)二 分テ リ。

即 チ、肺動脈硬壁症 モ其 ノ大動脈 二於 ケル成績

ト同様 二結核+「 ラ」群 二於 テハ、其 ノ登現程度

ハ健康 十「ラ」群 ノ其 レー比 シ、軽 度 一 シテ、略 ζ

結核性病慶程度 二反比例 シテ表現 シ、就 中第1

同實験 ノ202、230、226、227號 ノ如 久 其 ノ硬

憂性攣 化 ノF2と性 ナル モ ノモア リ。

例 謹。

結核十「ラ」群、動物番號、202號

肺臓動脈枝ニテ共 ノ大ナ'レモノ・一ツノ内膜 ノ所 々

二輕度 ノ透明細胞出現 シ、「ズダソ」m染 色ニテ汚機赤

色 ヲ呈ス。中膜二・・著攣ナシ。

肺臓・・一般二高度ナル乾酪肺炎性渡潤 ニテ充タサレ,

一部二・・「ゲラチン」様寝潤像 ヲ呈 シ、所 々二著明ナル

壌死竈アリ。此 ノ壌死ア'レ部分ハ結締織 ノ培殖少 〃、

共ノ周園ニハ大形単核細胞、淋巴球 ト少倣 ノ白血球ア

リ。又著明ナル乾酪愛性部ニテハ、共 ノ中心部二石灰

沈著 ヲ呈ス'レが如 シ。 其他白血球浸潤性肺炎像 ヲ呈

セル部アリテー部二・・、代償性氣溢状 トナレ'レ部及 ビ

出血竈ア リ。全部 ヲ通 ジ巨大細胞 ハ少数現ハル!ミ 。

封照例、健康十「ラ」群、動物番號、247號

肺 動脈枝ハ大ナルモノニテハ著明ナル 内膜肥厚 ヲ呈

シ透明細胞 モ高度二表 ハレ、共 ノ出現部位ハ、全管壁

周園ノ2分 ノ1或 ・・夫 レ以上二及ブモノアリ。其他 ノ

小動脈枝 ノー部ニモ輕度乃至中等度 ノ内膜肥厚アリ。

大動肢枝 ニテハ其 ノ内膜肥厚部・・勿論中膜ノー部ニ

モ「ズダソ」皿染色ニテ赤色顧粒 ヲ見,レ。

封照例結核群、動物番號、452號

肺 動脈 ニハ憂化 ヲ認メズ。

肺臓・・氣管枝周園淋巴節腫 たシ、共内二・・網状結締織

様細胞著明二出現ス。共他所 々二比較的禰蔓性二細胞

寝潤アリテ、一部・・輕度 ノ壊死竈 ヲ形成ス。其 ノ周園

一・・、大形軍核細胞、少数ノ淋巴球極メテ少数 ノ白血
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球ア リ。夫 ヨリ周園二前記 ト同檬 ノ細胞浸潤 が湘麗

性二相連綴ス,レモ、乾酪性肺炎像 ト思ハ'レモ ノハ少

ヴ。・一部ニテハ代償性氣腫 ヲ呈セル部アリ。共他氣管

枝及 ピ血管周園性二大形翠核細胞浸潤竈ア リ。

附記 主要臓器 二於 ケル脂肪沈著状態

「ラ ノリン」子以 テ飼養 スル際
、其 ノ大動脈 二於

ケル硬壁症 ノ他 二、各臓器 二於 テモ、脂肪 ノ沈

著 スル事 ハ多数 ノ人 々ニ ヨ リ記載 サル。

余 ハ「ズグ ン」皿染色 ニヨ リ各 セ要臓 器 二於 ケル

脂肪 沈著状態 テ検 シタルニ、結核+「 ラ」群 ノ成

績 ハ健康+「 ラ」群 二比 シ、其 ノ病竈部以外 ノ部

二於 テハ輕度 二登現 セリ。

小 括

以 上 ノ實験成績 ノ示 ス如 ク、結核家 兎 テ「ラ ノリ

第7表

肉 眼 的

ン」ラ以 テ飼養 スレバ、健康家兎昌於ケル同檬 ノ

實験成績 西比 シ、大動脈及 ピ肺動脈 ノ本型動脈

硬堕症及 ピ1三要臓器二於 ケル脂肪沈著朕態ハ輕

度 ニシテ、大略結核性病痩程度 二反比例 シテ磯

現 セリ。

第 二節 結 核 菌毒威 置 家兎

二於 ケ ル成績

次 二本牛型菌 ヨリ加熱死菌及 ピ湾「ツベルクリ

ン」テ製リ、是等 テ以 テ慮置セル家兎昌於 ケル本

型動脈硬壁症 ノ螢生撒態 テ観察 セリ。其 ノ方法

拉 ピニ材料ハ前述 ノ如 シ。

第一項 大動脈 二於 ケル硬壁性璽化

甲 肉眼的所見.

結核菌毒虎置家兎二於ケル大動脈硬璽症

所 見A

群

番

死
菌
虎
置
家
兎
十
「
ラ

ノ
リ
ソ
」
群

一
・○
選
注
射
群

三
・○
睡

注
射
群

號

433

可

435

436

可

430

蜘

可
448

五
瑳
注
射
群

441

可

292

「
ソ

ベ

ル

ク

リ

ソ
」
虜

置

家

兎

293

297

295

275

270

271

万

269

万

263

276

266

死
菌

量
(瑳
)

28
-=一

7
一丁 一

7

T
104

7

140

,D

1タ リ1

べぎ

ル量(,

クCCi

盟 重

始

)・(瓦)

2400

葡

2380

2240

2465

2130

2120

2090

2000

1880

終

(瓦)1
(
瓦
)

投

與
纏

量

「
ラ

ノ

リ

ソ
」

投

與

日
数

「
ラ

ノ

リ

ソ
」

2.8

,,

,,

,,

2770[120

25651,,

2680}・ ・

270sl,,
25901,, 　

26351"
25001,,

i至厩[ ,,
「

2600「,

2220.,

21602455[

25002090

2100

1800

1910

2505

2130

2180

2坐
2050

1820

翌璽
1950

2050

2670

2530

2540

2870

2700

2620

2480

2485

2560

2560

2475

2380

,,

,,

大 動 脈 硬 憂

上
行
部 昆/

胸

部

腹 纏

部 詐

2」2.6±H十 十十__ ±

286.6什}柵 十十}禍 十 禍}

285.6± 十十 十}一 一 十十

十一十什

氣噛廻
什-帯冊1

。
0782

276.5i十 十 ・}HI・ 十十

271.6、 十十

269.7±

259.ol±

249.8柵

239.6柵

295.0 ±

2鍾
窒6i壁
267.2

塾4
292.1

±

十

十

什

墨1+
273.2 ±

271.9

269.4

聾
巡8

±

±

什

261.3一

柵ー+
」

什一什柵

十±十十

+
蒲

一
十

±

柵

L
冊
冊 十什 十十 冊

柵 十 一 十十

柵

柵

柵

柵

十

柵

±

柵

十

十

±

什

十十 一

柵

十

器

什

±

十

十

十『T「

什
什

冊

十

十

柵

十

什

十
'十
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十

ヲ
ノ

リ.

ぎ
群

261 2.8 1920 2440 120 258.2 十 帯 十 一 什

264 1960 2470 ,, 258.0 ± 十十 ± 一 十

267 ●D 1830 2450 ●, 256.9 一

1
十十 ± 一 十

268 D, 1850 2600 ,, 251.2 ±}一
±

柵 十 ± 什

262 ,, 1980 2310 9, 250.2 柵 什 十一
__

一

什

265 ,● 1970 2310 ,, 249.8 一 什 什 什

2741 ,, 2115 2110 ,, 249.6 十 十 十 一 十

健康

家
兎
十
「

ラ

ノ

リ

ン
」

群

285i 1900 2680 ,, 279.2 十 柵 十 一 什

282 2100 2480 ,, 270.6 什 冊 十 一 柵
1

283 2040 2505 ,, 269.5 ± 什 十一一

什

一 十
[

281 1860 2440 ,, 263.0 什 柵 ± 帯

288 2000 2520 ,9 259.7 ± 柵 十十 ± 什
,

280 1965 2550 ,9 257.0 榊 柵 柵 柵 鼎
肖

286 2070 2510 ,, 256.1 朴 柵]+ ± 柵 「

287 1900 2390 ●● 2518 什 柵i什 十 帯 卜

封照群 二於ケル成績B

群

1

番

1號

死菌

彙
琶

男1

旨 饅 ● 重
大 動 脈 硬 愛 「

レ

べ」

ル 貴(

"彗

始

(瓦)

終

(瓦)

上
行
部

弓

部

「 胸

部

腹

部

纏

詐

藷含

難

1461 104 2330 2320 一 一 一 一 一

462 ,,

一
2400 2500 一 一 一 一 一

463 "i 2275 2300 一 一 一1一 一

464 ,,1 2375 2300 一 一 一1一 一
1

465 ,,1 2200 2150
_=_
一

一 一_ 一

466 "[ 2505 2230 一 一1-
1

一
1

)1
467

1
,,1 2280 2210 一 一 _1_

「
一

「

ツ

ベ

ル

ク

リ

ソ
」

虞
置
家
兎
群

480
「

2.8 12560 2690 一 1_ 一 一 一

481 9,

12380
2520 一 一 一 一 一

482
」

,, 2270 2630 一 一 一 一 一

483 ,, 2070 2700 一 一 一 一 一

484 ,, 2550 2600 一 一 一 一一 一

485 ,, 2330 2700 ■一 一 一 一 一

486 ,, 2480 2680 一 一 一 一 一

487 ,, 2490 2780 一 一 一 一 一

488 ・・1 2300 2520 o 一 一 一 一

註 死 菌 及 ビ「ツベ ル ク リ ン」量 ノ・注 射纏 量 ヲ記 入

ヌ

死 菌群 ニテ1・O、3.0及 ビ5.0選 注 射 群 トア7レ

ハ各 々毎 同1・O、3.O 、5.0通 ヅ ・ヲ 注 射 セ シ

モ ノナ リ。

共 他 ノ記載 事 項 二關 ス ル モ ノノ・第1、2表 ノ如

量ソ.

上記 ノ如 ク禮重バー般 二各群共二増加 シ、其間

著 シキ差異 テ認 メズ。

大動脈硬愛症。死菌+「 ラ」群 ニテハ健康+「 ラ」

群 ノ成績 二比 シ、輕度 ナル 憂 化 テ呈 セ ル モ ノ

梢 ㌃多数 アル モr部(434、437、441、444、430號 》

ノ如 ク、高度 ナル愛化 テ起 セル者 モ ア リ。 「ッベr

ル クリン」十「ラ」群 ニテハ後者 ノ成績 二比 シ
、一

般 二其 ノ成績 ハ 輕度 ニ シテ、只2例(269、270・

號)ノ ミ高度 ナル 憂 化テ示 セ リ。 封照 ノ死菌 群
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及 ビ「ツベル クリンJ群 二於 テハ瞳 化 テ認 メズ。

肉眼的墾化例醗。

死菌+「 ラ」群、動物番號448Yd,t(附 圃塗照)

大動脈上行部ニハ著塑ナキモ、弓部ニテハ頸動肱分枝

部 ノ上方二小豆大 ノ範園二瓦 リ、鵜粒大ノ自斑少倣散

在 ス。之 ト反封側二米粒大ノ白色ノ境=界明カナ,レ鯉

度 ノ隆起アリ。胸部ニテ'・、全面二粟准杁 乃至麻實大

ノ白斑少数散在 シ、特二上部及第6乃 至第8肋 間肋間

動脈分枝部ニハ穂 ζ多倣ノ白斑 アリテー部ノ・癒合 内,

「ツベ'レクリン」十「ラ
」群、動物番耽、266號(附 圃塾照)

大動脈ノ上行部ニハ著墾ナキモ、頸動脈分枝部 ヲ中心

トシテ小豆大ノ範園二亙 リ、薇細ナ'レ白色、境界比較

的、明カナル隆起散在 シ、之司リ下方約5糎 ノ部二米

粒大 ノ白斑2個 アリ。 ・

謝照例。鯉康十「ラ」群、動物番號、280號(附 圖参照)

上 行部ニノ・牛来粒大乃至粟粒大ノ境界梢 ζ明カナ'レ

中等度ノ白色隆起稽 ミ多数二散在 シ、一部ハ癒合ス。

之 ヨリ下方、腹部二至,レ迄全管壁・・境界明カナル著明

ナル白色隆起ニテ充満サ レ、腹部ニテハ.其 間所 々小

間隙 ヲ認ムルノミ。

封照 ノ死菌群及ビ「ツベ'レクリン」群ニテノ・、大動脈二

著攣 ヲ認メズ。

乙 顯微鏡的所見

第8表 結核菌毒慮置家兎二於ケル

た動脈硬塑症

顯 微 鏡 的 所 見A

「
ツ

ベ

ル

〃
リ

ン
」
膚

置

家

兎

+
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ノ
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一群
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兎
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「ラ

ノ
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群
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}鍛

鑑

課
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鑑
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封照群 二於ケル成績B
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註 記載事項ハ第3、4表 ノ如 シ。

表 ノ如 久 一般 二肉眼的璽化 二比 シ、願微鏡的

所 見 ハ高度 二磯現 シ、特 二死菌+「 ラ.群 ニテハ

肉眼 的所 見 ニテ高度 ナル痩化 テ示 セシモ ノガ5

例 ナ リシニ、顯 微鏡 的壁 化 ニテハ,9例 トナ リ、

輕度 ナル壁 化 テ示 セルモ ノハ少 シ。反之、「ッベ

ル クリン」十 「ラ」群 ニテハ健康 十「ラ群 』比 シ、

其 ノ硬壁性礎 化ハ輕度 ニ シテ、肉眼 的所 見 ト同

様 二高度 ナル攣化 子起 セ シモ ノハ、2例(269、

270號)ナ リキ。其 他 ノ封 照 ノ死菌群及 ピ「ツベ

ル クリン」群 ハ肉眼的所 見 ト同様、其 ノ大動脈壁

ノ攣化 ハ之 テ認 メザ リキ。 。

顕徹鏡的所見例詮

死菌十「ラ」群、動物番號、435號

大動脈 ノ内膜ニテ・・、透明細胞ハ管壁全周園 ノ4分 ノ

3ノ 部分二亙1).中 膜 ノ約3分 ノ1ノ 肥厚ヲ示ス程度

二出現 シ、中膜ニテノ・、内膜二接セ'レ部二輕度二表ノ・

,レ。其 ノ内膜肥厚部ニ ハ極ク輕度1彊 力繊維培殖ア

リテ、 中膜ニテ・・内彊力繊維板ノ・一小部分噺裂或ノ・

直行セル所アリ。1ズ ダン」皿染色標本ニテ ハ内膜肥

厚部・・汚穣赤色二染色セラ,レ・脂肪穎粒沈著 シ、其ノ

中膜二近キ部ハ淡赤色ヲ呈シ.一部ハ内弾力繊維板或

・・中膜内層 ノ弼力繊維帯鳥沼 ヒテ輕度二微細顧粒存

在ス。

「ツベiVク リソ」十「ラ」群
。動物番號、266號

内膜 ・・其全周園ノ7分 ノ1二 亙 リ極メテ輕微 ノ肥厚

アリテ、小ナル透明細胞薄ク排列 シ、揮力繊維・・著攣

ヲ認メズ。「ズダン」皿染色標本ヲ検ス'レニ、内膜肥厚

部 二汚稜赤色二染色セ'レ穎粒少量沈著スルノミ。

封照例。健康十「ラ」群、動物番號、280號

透 明細胞ハ内膜 ノ全周圃二現・・レ、其 ノ最大肥厚部・・

中膜 ノ1倍 牛以上ノ厚サヲ有シ、中膜 ニテ・・内膜二接

スル部及 ビ其 ノ内暦二島唄状 二、所 々中等度二表現

ス。叉蝿力繊維・・内膜肥厚部 ノ著明ナ,レ所二不規則

二表ノ・レ、内弼力繊維板・・所 々断裂直行ス。「ズダソ」

皿染色標本ニテ・・内膜肥厚部・・汚稜赤色ノ滴状穎粒

中等度 二現ハレ、内弾力繊維板及 ビ中膜内層ニテノ・弾

力繊維間二淡赤色 ノ線状ヲナ シテ出現ス。

其他ノ封照!死 菌群及ビ「ツベルクリソ」群 ニノ・愛化

ヲ認 メズ。

第二項 肺動脈 二於 ケル硬憂性慶 化

之 ハ前述 ノ結核家 兎 二於 ケル實験 ト同様 ノ方法

一・)テ検査 セ リ。其 ノ所見 ハ第9表 ノ如 シ。

第9表

結核菌毒威肥家兎昌

於ケル川1動脈硬璽症

顯徹3屯白句戸斤見、

A

群

死
菌
虞
置
家
兎

+
「
ラ

ノ
リ

番 病

い
し
劉

[433

434

435

436

437

,430

440

447

ンh-一
　

群 「i諏

448

簡1

}444

　　

1293　　

1297

「濡

「
ッ

ペ

ル

ク

リ

ン
」
虜

置

家

兎

十

「
ラ

ノ
リ

ン
」
群

275

270

271

272

269

273

263

276

266

璽

什
耳

喜

喜

十十

π
什

一+

一世

世

什
一
什

+
再

耳
十
=
十
二
十
一

硬墜
愛化
性

十十

上

壁

一±二

⊥
柵

什

一十

一+

サ

量

+

督
喜

喜
柵
「
+
喜

_1二

261

264

267

十_

±}+

玉]三
±1十

十 一

± 十

268

262

265

274

+
王

+

圭

+
二
±

+
王

+
=

+
二
±

+
二
+

健

康

家

兎

+

「
ラ

ノ
リ

ン
」
群

285

282

283

281

288

280

286

287

帯

柵

一什

一什

}
什

一柵

一帯

一什

B

封照群二於ケル成績

群
番

號

病

墾

硬嬉
璽化性

土

+

…
帯

一
+

一
什

一
+

一
什

璽

載

㈹

姻

獅

鰯

僻

死
菌
塵
置
家
兎
群

「
ッ

ベ

ル

ク
リ

ソ
」
虞

置

家

兎

群

48(/±1

4SII+

■ 二1
4821±1

4831十]一

_

型も
485

486

4S7

884

十1

±i

刷

庄1

±1

註 ノ記載事項・・第5、6表 ノ如 シ。

即 チ、肺動脈 二於 ケル硬攣性攣 化モ、大動脈 二

於 ケル成績 ト同様 二、 「ツベル クリン」+「ラ」群

ノ髪 化ハ健康 十「ラ」群 ノ広績 二比 シ、輕度 二褒

現 シ、就 中、272、273、274、276號 ノ如 キハ、其
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ノ壁 化 ハ陰性 ナ リキ。死菌 十「ラ」群 ノ成績 バー

部(430、435、437號)ニ テへ 高度 ノ獲化 テ示

セシガ、一般 二其 ノ登現程度 ハ健康 十「ラ」群 二

比 シ、稽 篭輕度 ナ リ。 術 ホ封 照 ノ死菌群及 ピ「ツ

ベ ル クリン」群 ニテハ 其 ノ硬 痩性墜 化 ハ 之 ヲ認

メ ズ 。

例 瞳 。

死 菌 十 「ラ」群 、 動 物 番 耽 、447耽

肺 臓 バー 般 二充 血 シ、共 ノ大 ナ ル動 脹 枝 ニ テ ハ、 局所

的 二小 結 節 状 二肥 厚 部 ヲ形 戊 シ、透 明細 胞 ハ軽 度 二出

現 ヴ、 「ズ ダ ン,皿 染 色 ニ テ汚機 赤 色 ヲ呈 ス。中膜 ニ ハ

璽 化 ヲ認 メ ズ。

共 他 肺 臓 ニ テ ノ・、局 所 的 二結 節 形成 ノ傾 向 ア リテ、 共

ノ 内 ニ ハ上 皮 様 細 胞 、 淋 巴 球、少 数 ノ白血 球 及 ビ結 締

織 原 細 胞 様 ノ細 長 キ 細胞 ア リ。 時 ニ ハ巨大 細 胞 ヲ混

ズ ル事 ア リ。何 レモ判 然 タ ル乾 酪 墾 性 ヲ形成 セ ズ.此

等 ノ以 外 ノ部 位 ノ氣 泡 ニ テ代 償 性 二 氣腫 状 ヲ 呈 セル

所 ア リ。

「ツ ベ ル ク リ ン」+「 ラ」群
、 動 物 番 號272號

動 脈 枝 ノ大 ナ ル モ ノ ・中、2個 二於 テ、 其 ノ管 壁 ノー

部 二輕 度 ノ透 明 細 胞 出現 ・y、1ズダ ン」皿染 色標 本 ニテ

輕 度 二汚 機 赤 色 ス。 其 他 ニハ所 々僅 力 ノ上 皮様 細 胞,

淋 巴球 ヲ混 ゼ ル結 節 襟 ノ モ ノ アル モ 差 程 明 力 ナ ラ ズ。

封 照 例 。 健 康 十 「ラ」群、 動 物 番 號285號

肺 動 脈 ニ テノ・共 ノ大 ナ ル モ ノ ニテ ・・全 管壁 二 稽 竃者

明 ナ ル肥 厚 ヲ呈 ス ル透 明 細 胞 所 々出現 シ、全 管 壁周 園

ノ3分 ノ1以 上 二 及 ペ ル モ ノモ ア リ。 叉 小 動 脈 枝 ニ

テ モ輕 度 二 出現 ス。 中膜 ニ テ・・其 ノ内膜 二 接 匂 レ部

ニ モ、極 メ テ輕 度 二透 明 細 胞 出 現 シ、 「ズ ダ ソJM染 色

ニ ヨ リ、 内膜 ニ テ ノ・汚 穣 赤 色 状 ノ 滴 状 トナ リテ 現 ノ・

レ、 中膜 ニ テ ノ・淡 赤 色 顧 粒 トナ リテ排 列 ス。

封 照 例 。 死 菌酷 動 物 番 號463號

肺 臓 血 管 ノ・著 髪 ナ シ。 肺 臓 バー 般 二 局部 的 二 結 節状

ノ毛 ノ ヲ形 成 シ、 其 内 ニ ノ・上 皮 様 細胞 、 淋 巴球 、少 数

ノ白血 球 等 ア リ。 時 ニ ノ・巨大 細 胞 ノ混 ズル 事 ア リ。何

レモ 明 カナ ル 乾 酪 愛 性 ノ 像 ヲ示 サ ズ。 共 部 ニノ・輕度

ノ脂 肪 沈 著 ヲ認 ムル ノ ミニテ、其 他 ノ部 位 ニ テハ沈 著

ヲ認 メ ズる

封 照 例 。 「ツ ペ ル ク リ ン」群 、 動 物 番 號486號

所 々二僅 カ ニ、 上 皮様 細 胞 、淋 巴球 ヲ混 ゼ ル浸 潤 像 ノ

如 キ モ ノ ア ル モ、 著 明 ナ ラ メ。

附 記

七要各臓 器昌於 テモ、rズ グ ン」皿染色標本 ニョ

レバ、其 ノ病塑 部以外 ノ部位 ノ脂肪沈著状態 ハ

健康 十「ラ」群 ノ成績 二比 シ、rツ ベル クリン」十

「ノ」群 ハ幌度 二、死菌 十「ラ」群 ハ比較的秤い 軽

度 二磯現 セ リ。 封 照 ノ死 菌群及 ピ「ツベル クリ

ン」群 ニテハ何 レモ、副腎 巾 ノ脂肪沈著状態 ハ健

康家 兎 ノ其 レニ比 シ減少 シ居 レ リ。

小 括

以iソ 成績 ノ如 ク、1ツ'ぐ ル クリン」十「ラ」群及

ピ死菌+「 ラ」群 一=於ケル大動脈蛇 ピニ肺動脈硬

壁症及 ビ主要臓 器 二於 ケル病竈外 ノ脂肪沈著状

態 ハ健康 十「ラ」群 ノ成績 二比 シ、前者 ハ軽度 二.

後 者 ハ梢 ζ軽度 二磯現 セ リ。 又 「ツペル クリン」

及 ピ死菌 テ躍掲 二各 々注射 セ シ群 ニテハ、大動

脈拉 二肺動脈硬攣症 ハ陰性 ナル成績 テ示 シ、 圭

要臓器 二於 ケル脂肪沈著状態 モ病髪部以外 ニテ

ハ、睾丸、副腎 ノ他 ハ之 テ認 メズ。其 ノ副腎 二

於 ケル沈著状 態 ハ健康家 兎 ノ其 レー比 シ、減 少

シ居 レリ。

第 三 節 血 液 「ヒ ョ レ ス テ リ ン」

含 量 測 定 成 績

上記 ノ「ラ ノリン」飼養 ニ ヨル動脈硬髪症 ハ「ヒヨ

レステ リン」型動脈硬髪症 ニ シテ、 其 ノ主原 因

ハ持績的 ノ 「ヒ。ペル ビヨレステ リネ ミー」一 因

ル事 ハ既 二立謹 セラ レタル所 ニシテ、從 ツテ血

液 「ヒヨ レステ リン」代謝 ノ影 響 ハ本症登現 二大

ナル關係 アル ハ勿論 ナ リ。故 二前記 ノ各群 ノ動

脈硬攣症 ノ程度 ハ、又血液 「ヒヨ レステ リン」含

量 ト密接 ナル關係 一 アルテ推 察 シ、本 實験 テ行

ヘ リ。

血液 「ヒヨレステ リン」定量法 ハ㈹ 池 ロ氏法 二糠

レ リ。各群共 二「ラノリン」飼養開始前 二各 々3

同 「ヒヨレステ リン」含量 テ測定 シ、 「ラ,リ ン」

飼養開始後 ハ各群共 二約1週 間毎 二測定 セ リn

其 ノ成績 ハ第10表 ノ如 シ。

1.結 核家 兎+「 ラノリン」群 二於 ケル成績
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第10表 其1

結核十「ラ」群二於ケル成績

測定日 401競 403競

開始前

開始後
7日

0.0855

0.0969

0.0898

0.1063

14,, 0.1045 0.1176

21.,

28,,

0.1094

0.1153

0.1233

0.1467

35"}0.12娼 0.1679

覗,,}0.1099 0.1807

49"i・.・413 0.1886

56,, 0.1146 0.2083

63,, 0.1402 0.2041

70,, 0.1575 0.2275

77,, 0.1639 0.2305

84,, 0.1829 0.2222

91,, 0.1967 0.2350

98、, 0.1818 0.2337

・・5・」 …833 0.2508

112,, 0.1873 0.2344

119,, 0.1818 0.2381
1

4剛 蝉 一
〇・0765}0・0818

0.09620.0962

0.10520.1040
　へ 　

:illl8号}饗一
1

0.13090.1223

0.13780.1366

0.135710.1196

・.・4・gll・.1396

0.125510.1415

0.162710.1497

0.172210.1396

0.168910.1562

0.17440.1638

0.183310.1711

暮i}課{暮i}1器　

0.1873}0.1774

第10表 其2

健 康 十 「ラ」群 ノ成 棲(封 照)

1
測定日1420號1421號}423號

開始 前0.09780.0995 0.0856
ト

朧 後 ……(剛 ・…5・ 10・1041
1

15・ ・}0・118210・ ・190iO・1219

22・ ・iO.1285`0.1306・0.1316

29,, 0.1姻 コ0.144gli 0.1482

36,, 旨0 .162glO.1724 0.1656

43,,0.17470.15891 0.1858

50,,0.19230.1818 0.1951

57,,iO.2075}0.1923 0.1976

64,,10.19760.2127 0.2000

71,,0.20000.2252
il

0.2069

78,,10.19460.2380 0.1886
85,, 0.21450.2439 0.2012

92,,
iO・21360・ 脇3

0.2204

99,,10.225210.2364
ナ

0.2144
ξ

106・」0・21妬io・ 蹴7 0.2176

113,,iO.23070.2439
「

0.2145

120,,10.2380[0.2487 0.2252

2.結 核 菌毒慮 置家 兎十 「ラノ リン」群 二於 ケル

成績

第10表 共3

死菌十「ラ」群 ノ成績(1選 注射群♪

測 定 日;430胱

1璃一贈 噸1て 正=一('90-S'
　

開鰹 ・・1・59

15,,0.1172、

22.,一 「-i

29,,10.1424

11iiiliil器}lil薯訓
50,,10.182010.2191

3i7iiNiiil暑ili譲罫　

71,[0.224810.2361

78,,iO.2427[

85,,;・.236・!

92,,0.24571

99,,}

106,,0.24741

113,,10.23401
　

120,,0.2302}

第10表 共4

死 菌 十 「ラ」群 ノ成績(3竈 注 射群)

.郵剣 興
0.091610.0889

0.1012 1。.,995
「

す二ji馴 0.1084

0.167210.1221

0.1470
l

L旦 ・1013

0.205710.1109

。.21681。.,193

0.219110.1319

0.205510.1340「

0・2255;0・1482

0.2361}0.1375

0。2463,0.1572
　

0.25470.1609

0.27470.1661
一

〇.265710.1834

0.27630.1721

0.2647}0.1916

0.261910.1942

測定 日 440號:444號1448號
1

開始前 0.08280.0898rO.0889

開始後
5日

0.1024ト0.094810.1059
1

12,, 0.14160.128310.1259

19,, 0.16070.13230.1359

26,, 0.162410.14070.1・124

33,, 0.15240.17100.1553

40,, 0.14020.163910.1368
一_

47,, 0.14980.1776[0.1396

54., 0.16380.19420.1420
,

61,, 0.17110.22220.1668

68,, 0.162210.21420.1569

75,, 0.17680.23390.1889

82,, 0.16980.24500.1901

89,, 0.18510.24210.1899

96., 0.192610.24860.1775
[

103,,
ト

0.19660.25060.1750

110,, 0.19860.25300.1850 盛

、、7"1。.2。74。.26、8。.、787
1

馬
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第10表St・5

「ツ ペ,レノク リ ソ」十 「う」群 ノ1友 績

1

臨

開 始 前 一

瀧 ・i26劇26酬264胱
「b
.0843 O.0849 0.0814

,一 一

〇.1042

263貌

0.0897噛
一一 国}

開始後
90

0.1057 0.1063 0.1084

」5」・
23,,

0.1087 0.1074 O.1076 0.1097

0.1120 0.1136 0.1111 0.1136
_,_一 一

〇.120630,, O.1132 0.1408 0.1291

0.135137,, 0.1276

一

〇.1587

,-

0.1176

44,, 0.1384

巳}

0.1784 0.1456 0.1316

51., 0.1361 0.1634 0.1545 0.1285

58,, 0.1498 0.1675 0.1491 0.1458

65., 0.1603 0.1728 0.1696 0.1562

72,, 0.1850 0.1839 0.1791 0.1638

79,, 0.1728 0.1948 0.1675 0.1737

86,, 0.2088 0.1991 0.1695 0.1618

93,, 0.1846 0.1900 0.1922 0.1737

100,, 0.2102 0.2033 0.1818 0.1572

107,, 0.1982 0.1995 0.1728 0.1840

114,, 0.2180 0.1903 0.1696 0.1756

第10表 共6

健康十「ラ」群 ノ成績(封 照)

25,,

32,,

一

〇.1257 0.1450 0.1642 0.1373

0.1542
一

〇.1632 0.1388 0.1526
「,_一 一一

〇.143039,,
_,一{}一

0.1694
-一 囲一}

0.143(,

0.1818
隠一 『-

0.1613

¶r一}『

0.1868

0.2212 0.156246,,
_一 一 ▼,

53,, 0.1724
-

(,.1818

0.1798
噸一r,}}

0.2000
__噛 曹¶噂

0.2240
-一 一一

〇.2381

0.2040
儒 一

〇.1711
一

〇.2380
『

0.1693

02153 O.2777
一一一4一■一冨一 遭一「r■噂一一【一

〇.2653
-,一 『

0。28〔D3

0.2000

6〔D,,
_一 一 一

67帥

74,,
一一 一 　 }-

81,,
一一 一 一 一

88,,

一 ■

}(⊃.2307一 一

⊥処22塁
10.2355

_一 一一

〇.2021
『

0.2627
_F一 一一

〇.2518

一一

〇.1873
_一 一一 一 一輔

0.2355
_暫 一㎝ 躍 一

〇.2222

「

_-

0.2860

95,, 0.2487 0.2653 0.2941
-一 一一一 一

〇.2994
-

0.2941

一

〇.25(X♪

0.2563

嘘

0.2702 0.2439102,,
一 一}

109・ ・i

l

一 一

〇.2754
一 一}甲 ㎜

0.2677

一'

0.2681
}一,-

0.2703

一 一 一}　-

116,,0.2652

辱

0.3030

'

測定 日128・ 號i282號

開始前 0.0911 0.0958 0

開始後
3日

0.1010 0.1084 0

10,, 0.1190 0.1257 0

17,, 0.1257 0.1263 0

286號1288號

0.09140.0933

0.0992

0.1191

0.1256

0.1010

0.1172

0.1263

備考 測定日ノ欄ノ数字ハ「ラ ノリンJ飼養開始後

ノ日撒ヲ示ス。號ノ歎字ハ動物番號 ヲ示ス

號 ノ以下 ノ数字・・各 々血液 「ヒヨレステリ

ソ」含量 ヲ示 シ%ヲ 以テ表・・ス。

即 チ、血液 「ヒヨレステ リン」含 量 ト大動脈 硬痩

程度 ハ各家 兎共 二略 ㌃、拉行的關係 ラ示 シ、結

核+「 ラ」群及 ピ「ツベル クリン」+「 ラ」群 ノ成績

ハ死菌+「 ラ」群及 ピ健康 十「ラ」群 ノ成績 一 比

シ、其 ノ血液 「ヒョレステ リン」含量 ハ」曾加李少

クシテ、後二者 ノ如 キ比較的高 度 ノ「ヒッペル ヒ

ヨレステ リネ ミー」ラ惹起 セズ、 只403號 ハ 結

核+「 ラ」群 ナルモ、健康+「 ラ」群 ノ成 績 二近 キ

値 ラ示 セシガ、其 ノ結核性病攣 ハ輕度 ナ リキ。

第四章 総括蝕二考按

叙上 ノ實験成績 テ綜合的ニー括観察 スレバ次 ノ

如 シ。先ヅ大動脈 二於 ケル本型動脈硬慶症 ノ肉

第

甲 肉眼的所見

眼的所 見拉 二顯微 鏡所見 テ ー括 ス レバ第11表

ノ如 シ。

11・ 表

乙 顯微鏡的所見

群

ゼ
硬
墜

結群 死群 夕♂ 健群

鞄 乾 防 難
ヲ ク2劣 ヲヲ

」 」 リ群)」

十 67 27 56 8

什 29 40 32 17

柵 4 13 6 58

冊
「

20 6 17

匹数 24 15 16 24

(
%
)麟康+
「
ラ
」

4

46

50

24

1

(
%
)ソ」+「ラ」群「ツペルクリ

ー駈

ー

i

50

1
7

38

12

16

群
(
%
)死菌+
「
ラ
」

[1

33

40

O

FO9麹-
▲

群
(

%
)結核+
「
ラ
」

騒ー
1十

42什

4

%ー敬匹

群

別
ノ
程
度硬愛

柵

柵
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即 チ大動脈 二於 ケル本型動脈硬壁症 ハ肉眼的及

ピ頭微鏡 的所 見 テ通 ジ結核+「 ラ」群、「ツベル ク

.リン」+「ラ」群、死菌+「 ラ」群 ノ順次 ニテ健康+
1

ラ」群 二比 シ,輕 度 二登現 シ、前二者二於 テハ其ノ

螢現程 度ハ梢 、著明 二輕度 三 シテ、死菌 十「ラ」

群 ハ梢 丸輕度 二登現 セル程度 ナルモ、 且ツ高度

ナル攣 化 テ呈 セル者、 肉眼的所 見 ニ テ其 ノ1/3

二、顯微鏡的壁化 一 テ其 鵠 一之 テ認 メタ リ。

之 ノ結核 十「ラ」群 二於 ケル成績 ハ成人 ノ結核屍

禮 ノ大動脈硬攣症 二於 ケル既述 ノ多鍬 ノ報 告 ト

相似 タル關係 ヂ示 セ リ。

次 二肺動脈硬憂症 ノ所見 テー括 ス レ バ 次 ノ如

シ。

第12表

群

硬 別
慶
ノ程

度

核9
十じ

ゴ

!

繍1欝
十(3

ヲ
」

「ソ

㌫
2レ=「

ク7つ
/0

リ群)

健群

畢ε
'

一 17 25

十 66 27 63 8

什 17 53 6 54

帯 13 6 21

柵 7 17
1

匹籔 24 15 16 24
●

之 ノ所見 モ大動脈 二於 ケル ト同様 、結核 十「ラ」

群及 ピ「ツベル クリン」+「ラ」群 ハ健康+「 ラ」群

二比 シ、其 ノ登現程度 ハ輕度 一シテ
、一部 ハ陰

性 ナル成績 ラ示 セ シガ、死菌+「 ラ」群 ハ反 之、

健 康十「ラ」群 二比 シ、梢実 輕度 二獲現 セル程度

ニ シテ、高度 ナル憂 化 アル者 モ1/5ア リn

以 上 ノ結核+「 ラ」群 ノ成績 モ亦、肺動脈硬憂症

ノ・肺結核屍罷iニテハ他 ノ疾患即 チ動脈硬憂症
、

固笛盆血、等 ノ屍農 二於 ケル所見 ヨリモ輕度 二褒

現 ス トナス(i4)Steinberg等 ノ報告 二 略1一 致

スルモ ノナ リn

扱 「ラノリン」飼養 ニ ヨル動脈硬攣症 ハ既述 ノ如

ク「ヒ。ペル ヒョレステ リネ 走一」ノ持績 二 因ル

事 ハ從來 ノ報 告 ノ如 シ。 因 ツテ前述 ノ如 ク各群

家 兎 ノ血液 「ヒヨレス テリン」含量 テ 測定 セシ

ニ、大 略血液 「ヒョレステ リン」含量 ノ檜加 ト動

脈硬慶程度 トハ互 二相蛇行 セル成績 ラ示 シ、動

脈硬慶 ノ猛現 程度軽 キ結核 十「ラ」群及 ピ「ツベ

ル クリン」十「ラ」群 ノ'「ヒ,ペ ル ヒョレステ リネ

こ一」ハ健康十 「ラ」群 ノ其 レニ比 シ軽度 ニ シテ、

死 菌+「 ラ」群 ハ後者 ト大 差 ナキ値 ラ示 セ リ。此

ノ如 ク、血液 「ヒヨレステ リン」含量測定成績 ノ

所 見ハ動脈硬壁 トノ間 二至大 ノ關係 アル テ翫 ス

ル モ ノニ シテ、血液 「ヒヨレステ リン」代謝如何

ハ動脈硬壁症 ノ招來 二大 ナル影響 テ及 ボ ス事 テ

示 セ リ。而 シテ之 ノ所 見 ハ肺結核患者 ニテハ、

一般 二血液 「ヒヨレステ リン」含量 ガ少 シ トナ ス

者、或 ハ重症 者程其 ノ減少李大 ナ リトナ ス報告

及 ピ池 口、(6n宮 井 及 ピ㈹Mazzeo.Marioガ 實

験的 二結核家 兎及 ピ海猿 ノ結核病攣著明 ナル者

二於 テ、血液 「ヒヨレステ リン」ノ減少 ス トナセ

ル報告等 トー脈相通 ズル ノ關係 ニ アリ。

更 二本型動脈硬壁症綾生 ノ際此 ノ「ヒッペル ヒヨ

レステ リネ ミー」二封 シ、血歴 ガ補助 的作 用 ア

ル事 ハ(74x75)Anitschkow,㈹Th61dt,㈹Vers6,

㈹ 辻 氏等 一ヨ リ記載 セ ラレ、 又 ㈹Schmidt-

mann,(80)vanL,eesum,(8t)Sch6nheimer,(82)

Deicke,(83)Westpha1等 ハ實験的 二「ヒョレステ

リン」及 ピ其 ノ含有物質 ラ持績的 二投與 スル時

ノ・血歴 上昇 ラ來 ス ト報告 ス。

依 テ余 ハ各群 二於 ケル血巫値 ガ如何 ナル關係 ニ

アランカ ト、解剖前 二各群家 兎 ノ頸 動脈 二直接

「カニュー レ」テ描入 シ
、其 ノ血歴値 テ無麻酔状態

一テ 測定 セ リ。 今其 ノ李均値 テ示 セバ 次 ノ如

シ。

第13表

群

塑 別
化ノ
程
度

健

康

群

タ リ

ペ.ぎ

ル群

ク

死

菌

群

結

核

群

健群
康

土
7

タ.γ
べ 十

ル ニ「

ク3
リ群

死群
菌

当
7

結群
核

‡
2

卒 均値1231201231161125120126118

最 大 値140134136128137149146138

最 小 値110981109611510296105

匹 数5-一{;7976118

第13表 ノ如 ク、結核+「 ラ」群及 ビ結核群 ハ健康

群 就中健康 十「ラ」群 ヨ リ ハ 其 ノ血歴低 ク、又
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「ツベル クリン」十 「ラ」群及 ピ「ツベ ル クリン」群

ハ後二者 二比 シ、僅 カ ニ 低位 ナ ルモ、死菌+

「ラ」群 ニテハ健康群 二上ビシ、健康 十「ラ」群 ト同

様其 ノ1佃腿ハ微 力_高 位 ナ リ。

以 上 ノ成績 ヨリ、lllり腿値 二於 テモ各群間 二樫微

ナ ガ ラ多少 ノi差異 アルテ認 メタ リ。

此 ノ成績 ト肺結核患 者 ノ血腿 ノ低位 ナル事及 ピ

「ッベ ル ケリン」が血腿降下作用 ア リトナ ス報1午

((sgBauer,(ss>L6vy,岡Beznicek)ト テ比較槻 察

スレバ、 血」巫ガ本型動脈 硬壁症 ノ毅 生二幾分 ノ

影響 テ及 ボ シ、 結核+「 ラ」群及 ビ「ツベル クリ

ン」十 「ラ」群 ノ動脈硬壁搬 生程度 が健康 十「ラ」

群 ノ其 二比 シ、輕度 ナル結果 テ招來 セシモ ノナ

ランヤモUlt]ラレズ ト思考 ス。

又各 臓 器 二於 ケル脂肪沈著状態 モ前述 ノ如 ク、

大略動脈硬壁程度 二拉行 シ、其 ノ程度 二攣化 テ

認 メ、結核+「 ラ」群及 ビ「ツベル クリン」十「ラ」

群 ノ成績 ハ健康+「 ラ」群 ノ成績 二比 シ輕度 トナ

リ、死菌+「 ラ」群 ニテハ梢 篭輕度 ナ リキ。

上述 ノ成績即 チ、家 兎 ノ大動脈及 ビ肺動脈硬慶

症破 生穐度、血液 「ヒヨレステ リン」含量及 ピ主

要臓 器昌於 ケル脂肪沈薯状態 ガ健康十「ラ」群 二比

シ、赤'諮亥十1ラ 」群、立立ピニ「ツベ ルク リン」十 「ラ」

群 一f一於 へ 柳 隻ナル4吸 ピ後二者 ノ丘鰹 値 ガ前

者 二比 シ輕微 ナガラモ稽 篭低 キ事、而 カモ死 菌

+1ラ 」群 ガ健康 十1ね 群 二比 シ、前記 ノ成績 ガ

差程 皆明 一Jル差異 テ示 サザル4∫實 ヨリシテ、結

核 菌及共 ノ毒 素 タル1ツ ペル ク リン」ガ本型 動脈

破慶症搬 生 ∴封 シ、抑制的作川 アルハ想像 二難

カ ラズ。然 レ ドモ本實験 二 川 ヒシ死働 レ・「ツ

ベル ク リン」嚥二封 シ比較 的 ・一少1。1:ナル 傾 向 ア

リ、故 二木實験 二川 ヒ シモ ノヨリ、更 一多:t!:ノ

死 菌ll㌃テ以 テ慮置 スル時 ハ、或 ハ其 ノ成績 ガ結

核+「 ラ群 及 ビ「ツベル ク リン」+「 ラ」盆羊ノ成績

二近 キ關係 テ示 サ ンヤモ測 ラレズ。何 レニ シテ

モ、結核菌及 ピ其 ノ毒素 ノ中、如何 ナルモ ノガ

本型動脈硬攣症 二封 シ抑制的作用 テ起 スモ ノナ

ル ヤ、或 ハ其他 ノ因子 ガ存在 スルヤ否 ヤ等 ハ、

後 日 ノ研 究 二候 ツベ キナ リ.

第五章 結 論

余 ハ結核 家兎及 ピ其 ノ菌毒 テ以 テ慮 置 シタル家

兎 二於 テ健康家 兎 ト共 二、 「ラノ リン」飼養 ニヨ

リ、所謂 「ヒヨレステ リン」型動脈硬攣症 テ惹起

セ シメ、次 ノ如 キ成績 テ得 タリ。

1.結 核家 兎 二於 ケル大動脈及 ピ肺動脈硬漿症

ハ健康家 兎二於 ケル成績 二比 シ、輕度 二登現 シ、

其 ノ動脈硬 攣症 ハ略{結 核性病髪 二反比例 シテ

褒現 ス。

1.結 核死菌 テ以 テ塵 置 シタル家 兎二於 ケル大

動脈 及 ピ肺動脈硬攣 症ハ健康家 兎二於 ケル成績

二比 シ、梢 ≧輕度 二爽現 セ シモ、一部 二於 テハ

高度 ナル憂化 テ呈 セ リ。

1.「 ツベル ク リン」テ以 テ慮 置 シタル家 兎二於

ケル大動脈及 ビ肺動脈硬攣 症 ハ健康家 兎二於 ケ

ル成績 二比 シ、輕度 二登現 セ リ。

1.本 型動脈硬壁症 ノ 主原 因 ト見倣 サル ・「ラ

ノ リン」飼養 ニ ヨ ル 「ヒッペル ヒヨレステ リネ ミ

ー」ハ結 核家 兎及 ビ 「ツベル クリン」慮置家 兎 二

於 テハ健康家 兎及 ピ結核死菌虞置家 兎 二比 シ其

ノj曾加卒 ハ少 シ。

1.本 型動脈硬量症褒生 二補助的作 用 ア リ ト思

惟 セ ラル ・血歴 ハ健康家 兎及 ビ結核死菌慮 置家

兎 一「ラ ズリン」飼養 テナセバ健康家 兎 ノ値 ヨリ

モ、梢 ≧上昇 セ ル モ、結核家 兎及 ピ之 二「ラノ

リン」テ與 ヘ タル家 兎ニテハ、寧 ロ其 ノ値 ハ健

康家 兎 ヨリモ低 キガ如 シ。

稿 テ終 ルニ臨 ミ、 恩師今村教授 ノ御懇篤 ナル御

指導拉 二御校閲 テ深謝 ス。
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附 口 説 明

第1圖 結 核 家 兎(皮 下 接 種 群 、 第204、206、208

號)ノ 大 動 脈 ヲ示 ス。

第2圖 結 核 家 兎(腹 腔 内接 種 群 、 第235、237、239

號)ノ 大 動 脈 ヲ示 ス。

第3圖 結 核 家 兎(静 脈 内接 種 群 、 第228、226、222

號)ノ 大 動脈 ヲ示 ス。

第4圖 健 康 家 兎(封 照猟 第242、243、247號)ノ

大 動 脈 ヲ示 ス。

第5圖 死 菌底 置 家 兎(第441、448,437,435,297、

293號)ノ 大 動 脈 ヲ示 ス。

第6固 「ツ ペ'レク リ ソ」底 置 家 兎(第266、267、

272號)ノ 大 動 脹 ヲ示 ス。

第7圃 健 康 家 兎(封 照 群.第280.281.289號 ♪ノ

大 動 脹 ヲ示 ス。

第8圖 結 核 家 兎(第230,229號)及 ビ健 康家 兎(第

247、246號)ノ 大 動 脹 ノ顯 微 鏡 的所 見 一 シ

テ第230、247號 ハ 「^マ トキ シ リン.エ オ

ジ ソ」染 色 標 本、 第229、246號)ハ 「ズ ダ

ン」皿染 色 標 本 ヲ示 シ、 何 レモ 「ツ ア イス 」

接 物 「レ ソズ」3、 接 眼}vン ズ」4ニ テ撮 影

セ ルモ ノ ナ リ。
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